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秋サケ漁 今後の水揚Iザに期待

酪
農
業

今
年
は
４
月
下
旬
か
ら
５

月
中
旬
に
か
け
て
の
長
雨
の

影
響
で
、
肥
料
散
布
等
の
農

作
業
は
５
日
程
度
の
遅
れ
と

な
っ
た
。
ま
た
牧
草
は
６
月

中
旬
か
ら
の
ぐ
ず
つ
い
た
天

気
に
よ
り
、　
一
部
の
農
家
で

は
採
草
作
業
が
５
日
程
度
遅

れ
た
も
の
の
、
６
月
下
旬
か

ら
は
日
照
時
間
も
安
定
し
た

こ
と
か
ら
農
作
業
が
大
き
く

進
展
し
、
全
体
的
に
サ
イ

レ
ー
ジ
、
乾
草
と
も
に
、
量

的
に
も
栄
養
価
的
に
も
、
お

お
む
ね
平
年
並
み
と
な

っ

た
。
生
乳
生
産
量
は
、
本
年

４
月
か
ら
８
月
末
ま
で
の

５
ヶ
月
間
の
生
産
量
は
、
対

前
年
同
期
に
比
べ
１

・
６
％

増
の
４
万
２
干
ト
ン
と
な
っ

た
。
し
か
し
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
大
豆
な
ど
を
原
料
と
す
る

輸
入
家
畜
飼
料
の
価
格
は
、

高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
上

に
、
ア
メ
リ
カ
中
西
部
地
帯

を
中
心
と
し
た
大
干
ば
つ
に

よ
り
、
価
格
が
高
騰
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
〈フ
後
の
農
業
経
営

に
与
え
る
影
響
が
心
配
だ
。

漁

業

９
月
１
日
か
ら
秋
サ
ケ
定

置
網
漁
が
解
禁
と
な
っ
た
。

標
津
漁
協
の
９
月
１２
日
ま

で
の
水
揚
げ
量
は
前
年
同
期

比
、
１３
％
減
の
２
７
５
ト
ン

と
な
っ
て
い
る
。
根
室
北
部

管
内
全
体
で
は
３２
％
増
の

１
，
２
５
６
ト
ン
と
な
っ
て

い
る
。
北
海
道
全
体
で
は

２８
％
増
の
４
，
６
０
０
ト
ン

で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

本
町
の
水
揚
げ
量
は
か
つ
て

の
漁
獲
水
準
に
は
ほ
ぼ
遠

く
、
依
然
と
し
て
厳
し
く
生

産
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
経
営
を
圧
迫
す
る
こ
と

か
ら
、
大
き
な
懸
念
を
抱
い

て
い
る
。
秋
サ
ケ
の
不
漁
要

因
に
つ
い
て
、
サ
ケ
が
回
帰

す
る
海
域
の
海

水
温
と
の
関
係

に
つ
い
て
言
わ

れ
る
が
、
９
月

１０
日
現
在
の
標

津
沖
、
水
深
１０

ｍ
地
点
の
海
水

温
は
、
１７

・
２

度
と
な
っ
て
お

り
過
去
３
ヵ
年

平
均
と
比
較
し

て
０

・
６
度
低

い

状

況

で

あ

る
。
な
お
、
道

立
総
合
研
究
機

構
さ
け
ま
す

・

内
水
面
水
産
試

験
場
が
発
表
し

た
今
年
の
来
遊

予
想
値
で
は
、

北
海
道
全
体
で
前
年
比
３
％

増
、
標
津
海
域
を
含
む
根
室

北
部
海
域
は
前
年
比
１９
％
増

と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
今
後

の
水
揚
げ
に
期
待
を
寄
せ
る

も
の
で
あ
る
。

８
月
２８
日
午
後
３
時
９
分

頃
、
川
北
東
２
号
道
路
の
町

道
交
差
点
に
お
い
て
、
普
通

乗
用
車
と
大
型
貨
物
自
動
車

が
出
会
い
頭
に
衝
突
す
る
交

通
事
故
が
発
生
し
、
乗
用
車

の
助
手
席
の
女
性
が
亡
く
な

る
と
い
う
大
惨
事
と
な

っ

た
。
残
念
な
が
ら
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
１９
年
１２
月
５
日
か

ら
続
い
た
本
町
の
交
通
死
亡

事
故
ゼ

ロ
の
記
録
は
１
，

７
２
８
日
で
途
切
れ
た
。
事

故
発
生
後
、
再
発
防
止
の
た

め
に
警
察
関
係
者
と
対
策
を

協
議
し
、
当
該
事
故
現
場
に

限
ら
ず
、
町
内
の
道
路
を
再

点
検
し
た
上
で
、
交
通
安
全

施
設
の
設
置
等
、
適
切
な
対

応
を
行
な
う
と
と
も
に
、
関

係
団
体
と
連
携
し
、
交
通
安

全
運
動
を
推
進
す
る
。

こ
の
た
び
、
職
員
に
よ
る

公
金

（実
行
委
員
会
会
計
）

を
着
服

（横
領
）
す
る
と
い

う
、
決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
不
祥
事
が
起
き
た
。
こ

の
こ
と
は
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
公
務
員
と
し
て
あ
る
ま

じ
き
行
為
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
町
組
織
全
体
と
本
町

の
名
誉
と
信
用
を
大
き
く
失

墜
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
大

変
遺
憾
で
あ
り
、
町
民
の
皆

様
に
心
か
ら
深
く
お
詫
び
す

る
。
こ
の
不
祥
事
に
関
し

て
、
平
成
２４
年
８
月
３‐
日
付

け
で
当
該
職
員
を
懲
戒
免
職

処
分
に
、
担
当
課
長
を
１０
分

の
１
、
ｌ
ヶ
月
を
減
給
処
分

に
し
た
。

本
定
例
会
に
提
案
し
て
い

る
と
お
り
町
長
を
１０
分
の

３
、
ｌ
ヶ
月
、
副
町
長
を
１０

分
の
２
、
ｌ
ヶ
月
の
減
給
と

し
た
。
今
後
三
度
と
こ
の
よ
う
な

不
祥
事
が
起

こ
ら
な
い
よ

う
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
信

頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。

しべつ議会だより 2
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同意案件 一般会計補正予算住なもの)

教育委員会委員

大屋 知行氏
標津町字川北南2線西1番地

任期 平成24年 11月 1日～
平成28年 10月 31日

教育委員会委員

菅原 睦美氏
標津町字川北93番地11

任期 平成24年 11月 1日～
平成28年 10月 31日

項 目

東茶志骨町内会館駐車場

補修

農地関係相談業務

森林環境保全整備

河川流木処理対策

アイヌ農林漁業対策

サーモンパーク特別会計ヘ

繰出

緊急防災対策

総合体育館
屋上 ドレン管改修

公有財産取得

(単位 千円)
内 容

災害時避難施設である会
館の補修

弁護士相談経費

防霧保安林除間伐等
道補助金9,787

標津川河日、薫別川河回、
忠類川河□4km上流部

ホタテ員の中間育成の耐波
性強化 国道支出7,023

金 額

263

452

15,048

500

8,411

690消防用設備の更新

872彊
雉 殴量

害の把

481経年劣化による配管取替え

L列 0   時避難施設

・
町
長

・
副
町
長
の
給
与
に

関
す
る
条
例

（町
長
の
給
与

を
ｌ
ヶ
月
１
０
０
分
の
７０

に
、
副
町
長
を
１
０
０
分
の

８０
に
）

・
標
津
町
サ
ー
モ
ン
科
学
館

条
例
の

一
部
改
正
を
す
る
条

例

（指
定
管
理
者
に
、
サ
ー

モ
ン
科
学
館
の
管
理
を
行
な

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
）

・
標
津
町
暴
力
団
排
除
条
例

の
３
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

一
般
会
計
と
９
特
別
会
計

の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。

委

員

長藤
巻
　
国
治

副
委
員
長吉
田
　
　
智

期
限
　
平
成
２４
年
１１
月
３０
日

ヨ

Ｄ

∋

○
ロ
シ
ア
首
相

「北
方
領

土
訪
問
」
へ
の
抗
議
と
日

本
政
府
の
強
力
な
外
交
交

渉
を
求
め
る
決
議

提
案
者

総
務
経
済
常
任
委
員
長

藤
巻
　
国
治

議
員

○
「
コ
ケ
イ
ン
症
候
群
」
を

国
の
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
対
象
疾
患
と
小
児
慢

性
特
定
疾
患
に
指
定
（難
病

指
定
）
を
求
め
る
意
見
書

提
案
者

文
教
福
祉
建
設
常
任
委
員
長

高
橋
　
幹
雄

議
員

健全化判断比率及び不足比率報告を承認

区分
実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

平成23年度決
算に係る比率 参考 ▲64 参考 ▲79

118
参考 ▲03

早期健全化
基準

150 200 250 3500

3 しべつ議会だより



般 質 問

J可 |1悠治議員

最
近
、
イ
ジ
メ
に
関
し

た
重
大
事
件
が
全
国
的
に
相

次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
文

科
省

・
道
教
委
は
本
年
８
月

に

『緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を

出
す
に
至
っ
た
。
大
津
市
の

中
２
自
殺
事
件
も
、
平
成
８

年
お
よ
び
同
１８
年
以
降
の
全

国
挙
げ
て
の
防
止
対
策
で
優

良
校
と
評
価
さ
れ
て
い
る
学

校
で
発
生
し
て
い
る
。
町
内

で
も
、
過
去
に
、
イ
ジ
メ
が

存
在
し
て
い
な
が
ら

『無

し
』
と
の
報
告
が
道
教
育
局

に
な
さ
れ
て
い
た
。
改
善
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
対
応
を

確
認
し
た
い
。

深
刻
な
イ
ジ
メ
は
ど
の
学

2議員が3項目にわたり町長と教育長に質問しました。

小学校4～ 6年生用

話してみよう !

像|≒,II彙諸驚|
1・■   ○すぐに相談してね。

小。中・高、全児童に配付

わ
な
い
が
、
標
津
町
は
バ
ラ
　
　
　
４

ン
ス
が
と
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
り

校
長
・教
員が
よ
く
話
し
　
　
雌

合
い
、
部
活
や
少
年
団
に
も

　

　

会

多
く
の
先
生
が
関
わ
り
生
徒

　

　

哺

指
導
に
問
題
な
い
。　
　
　
　
　
　
ベ

●
部
活
後
に
教
材
を
作
っ
た

　

　

し

り
、
大
変
な
時
間
を
使
っ
て

い
る
。
問
題
や
宿
題
な
ど
に

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
う
な

ど
、
勤
務
時
間
の
縮
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

口
一
学
校
と
地
域
の
連
携
は

長
い
間
の
課
題
で
あ
り
、
父

母
の
方
は
学
校
便
り
で
、
承

知
し
て
い
る
が
、
地
域
に
も

発
信
し
よ
う
と
各
学
校
に

呼
び
か
け
て
い
る
。
学
校
で

出
来
な
い
も
の
を
社
会
教
育

で
補
完
し
学
校
の
力
と
し
た

い
。
必
要
な
基
礎
学
力
や
道

徳
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
イ

ジ
メ
防
止
に
つ
な
が
る
。

学
校
便
り
、学
校
と
地
域
の
連
携
に

町
内
に
も
過
去
に
は

イ
ジ
メ
が
内
在
、
現
状
は
？

勤
務
超
過
の
弊
害
は

校
に
も
、
ど
の
ク
ラ
ス
に

も
、
ど
の
子
供
に
も
起
こ
り

得
る
と
の
認
識
で
取
組
ん
で

欲
し
い
。

日
日
以
前
は
、
イ
ジ
メ
が
深

刻
か
ど
う
か
非
常
に
あ
い
ま

い
な
点
が
あ
っ
た
。

‐８
年
度
を
境
に
イ
ジ
メ
の

と
ら
え
方
が
大
き
く
変
わ
っ

た
。
今
は
、
日
常
的
に
意
識

し
、
危
機
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
い
る
か
ど
う
か
が
間
わ

れ
て
い
る
。
イ
ジ
メ
は
あ
る

と
の
意
識
で
、
各
学
校
取
組

ん
で
い
る
。

教
員
評
価
制

・
町
外
通
勤

・

●
学
校

・
職
員
評
価
制

度
が
、
教
員
へ
の
圧
力
に
な

り
、
イ
ジ
メ
を
表
面
化
さ
せ

な
い
と
の
指
摘
も
あ
る
が

●
教
員
の
３７
％
が
町
外
か
ら

の
通
勤
、
支
障
は
な
い
か

●
教
員
が
事
務
も
含
め
忙
し

過
ぎ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が

日
】
・
評
価
制
は
、
学
校
の

目
標
や
教
員

・
校
長

・
教
頭

と
相
談
し
て
決
め
た
自
ら
の

目
標
に
達
成
し
た
か
ど
う
か

を
見
る
も
の
で
、
教
員
の
質

を
高
め
る
の
が
目
的
。
教
員

の
ラ
ン
ク
付
け
で
は
な
い
。

●
教
員
の
移
動
で
、
小
規
模

校
と
大
規
模
校
の
教
育
経
験

の
平
均
化
を
計
っ
て
い
る
。

中
標
津
町

・
別
海
町
に
教
員

が
集
中
し
て
お
り
、
学
力
維

持
の
た
め
他
町
在
住
の
先
生

の
力
が
必
要
で
あ
る
。
交
通

や
生
活
様
式
か
ら
転
居
が
伴

標
津
小
の
学
校
便
り
が

４
月
号
か
ら
保
護
者
以
外
の

地
域
に
も
発
信
さ
れ
、
学
校

が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
て

い
る
。
各
学
校
の

『学
校
便

り
』
も
８
月
か
ら

「あ
す
ぱ

る
」
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

学
校
へ
の
理
解
や
地
域
連
携

を
進
め
る
こ
と
が
、
イ
ジ
メ

の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

早
期
解
消
に
も
役
立
つ
と
評

価
さ
れ
る
。

`Ч

じ昭力4日自1lEE番 J

学校のこと 家事のこと いじめの こと 一人で●まないで

′′ ′ ― ′ ′ ′ ′ ― 多 φ
いつても かけられます

θ フ2θ ―θθ∂2-θ δ

イ
ジ
メ
は
あ
る
と
一Ω

各
学
校
取
組

生
徒
指
導
に
問
題
な
嘉

□

社
会
教
育
で
補
完



８
月
３０
日
、
同
じ
時
刻

に
机
の
下
へ

一
斉
に
隠
れ
る

等
の
安
全
行
動
を
取
る
、
市

民
参
加
型
の

一
斉
震
災
訓
練

「シ
エ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
が
全

道

一
斉
に
実
施
さ
れ
、
全
道

に
於
い
て
は
十

一
万
人
超
が

参
加
し
、
当
町
の
避
難
訓
練

で
は
、
災
害
時
要
援
護
者
を

含
む
５
７
２
名
が
避
難
施
設

に
避
難
し
た
。
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

「
ひ
ま
わ
り
」
で

は
、
新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
、

姿
勢
を
低
く
！
　
　
体
・頭
を
守
っ
て
！

地
震
か
ら
身
を
守
る
安
全
行
動

津
波
に
関
し
て
の
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
防
災
保
存
食

の
試
食
等
を
行
な
っ
た
。

「
人
と
防
災
未
来
セ

ン

タ
ー
」
は
非
常
持
ち
出
し
品

リ
ス
ト
に
、
常
時
携
帯
し
て

お
く
べ
き
防
災
用
品
を

「０

次
」
と
し
て
全
体
で
３
段
階

と
し
た
新
た
な
チ
エ
ツ
ク
リ

ス
ト
を
公
表
し
た
。
そ
の
中

で
倒
壊
し
た
家
屋
の
下
敷
き

に
な
っ
た
場
合
等
に
所
在
を

知
ら
せ
る
ホ
イ

ッ
ス
ル
が

入
っ
て
い
る
。

そ
の
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
中
に

※
１

「命
の
笛
」
と
呼
ば
れ

る
逸
品
が
あ
る
。
災
害
弱

者
で
あ
る
要
援
護
者
に
こ
の

笛
を
配
布
供
与
す
る
事
を
提

唱
す
る
。
シ
エ
イ
ク
ア
ウ
ト

揺
れ
が

収
ま
る
ま
で

じ
っ
と
し
て
―

を
実
施
し
た
現
在
、
今
後
、

関
係
機
関
と
の
協
力
を
強
化

し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
が

望
ま
れ
る
が
、
自
助

・
共

助

・
公
助
の
理
念
に
基
づ
い

た
総
合
防
災
訓
練
に
対
す
る

指
針
を
伺
い
た
い
。

日
日
本
年
を

「防
災

・
減
災

対
策
強
化
元
年
」
と
位
置
づ

け
①
防
災
マ
ッ
プ
の
全
面
改

訂
　
②
標
高
標
示
板
の
設
置

③
避
難
誘
導
看
板
の
整
備

④
防
災
行
政
無
線
、
消
防
救

急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推

進
し
て
お
り
、
現
在
進
行
形

の
項
目
も
あ
る
が
、
明
年
度

早
々
に
は
完
遂
す
る
見
込
み

で
あ
り
、
８
月
１
日
付
で
気

象
予
報
士
、
防
災
士
の
資
格

を
有
す
る
専
門
職
員
を
採
用

し
防
災
体
制
を
強
化
し
た
。

新
し
い
防
災
マ
ッ
プ
に
関

し
、
各
町
内
会
に
出
向
き
説

明
会
等
を
開
催
す
る
予
定
で

あ
り
、

「命
の
笛
」
を
含
め

防
災
用
品
の
備
え
に
関
し
て

は
、
検
討
を
重
ね
て
行
く
。

今
後
、
要
援
護
者
対
策
を

念
頭
に
入
れ
、
関
係
機
関
の

協
力
を
得
て
大
規
模
な
総
合

訓
練
を
構
築
し
て
行
く
。

「
温
泉
枯

れ
な

い
」

地
熱
発
電
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
関
し
て

３
月
２４
日
の
北
海
道
新

間
に
於
い
て
、
石
油
資
源
開

発
と
丸
紅
が
阿
寒
国
立
公
園

と
大
雪
山
国
立
公
園
で
そ
れ

ぞ
れ
地
熱
発
電
事
業
参
入
を

検
討
し
て
い
る
事
が
報
じ
ら

れ
た
が
、
そ
の
後
双
方
共
に

地
元
温
泉
街
よ
り
、
温
泉
枯

渇
を
懸
念
し
た
強
行
な
反
対

に
よ
り
、
構
想
挫
折
状
況
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
８
月
２９
日
付
の

道
新
に
よ
る
と
、
室
蘭
工
業

大
学
の
環
境

。
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
材
料
研
究
機
構
が

新
た
な
地
熱
発
電
シ
ス
テ
ム

を
考
案
し
、
こ
れ
を
利
用
し

た
実
用
化
実
験
が
本
年
度
中

に
別
府
温
泉
に
於
い
て
行
な

わ
れ
る
模
様
で
あ
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
従
来
の
方
式

と
異
な
り
、
温
泉
枯
渇
の
懸

念
が
皆
無
で
あ
り
、
先
の
２

候
補
地
で
も
受
け
入
れ
る
可

能
性
が
あ
り
、
当
町
よ
り
優

位
に
な
る
の
で
は
と
懸
念
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後

の
見
通
し
に
関
し
て
伺
い
た

い
。
日
一
平
成
２２
年
５
月
の
事
業

仕
分
け
に
於
い
て
当
町
の
地

熱
発
電
事
業
計
画
は
、
頓
挫

中
で
あ

っ
た
が
、
昨
年
の

３

・
‐１
の
大
震
災
後
、
再
生

可
能
な
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
固
定
価
格
買
取
制
度
の

採
用
と
共
に
脚
光
を
浴
び
て

き
た
。
先
の
国
会
で
、
経
済
産
業

省
の
外
郭
団
体

で
あ

っ
た

「独
立
行
政
法
人
　
新
エ
ネ

ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開

発
機
構
」
が
機
構
変
更
に
よ

り
※
２

「独
立
行
政
法
人

石
油
天
然
ガ
ス

・
金
属
鉱
物

資
源
機
構
」
に
業
務
移
行
さ

れ
た
。
先
日
、
石
油
資
源
開

発
の
幹
部
職
員
３
名
が
来
町

し
、
新
た
に
な
っ
た
地
熱
資

源
開
発
支
援
制
度
を
当
町
と

提
携
し
研
究
促
進
す
る
旨
の

同
意
を
得
た
。〈フ
後
共
、積
極

的
に
折
衝
を
続
け
て
行
く
。

不意の震災教訓に新チェックリスト
神戸。人と防災未来センター

(注 )シェイクアウト提0昌会議
事務局資料から

〈重量〉20g(ホィッスルのみ)
〈音量〉118-120dB
〈周波数〉3.150Hz(人 間の耳に最も間
き取り易い周波数)

〈間こえる範囲〉陸上800m 水中15m

※「命の笛J  米国沿岸警備隊が使用しており小さな
息でも遠く迄聞こえ、嵐の中でも間こえる笛「ストーム
ホイッスル」と名前や連絡先、血液型を刻む事のできる
ネームプレートを同じオレンジ色のヒモでベンダントに
したものである。このオレンジ色の「命の笛」は、普段
から身につけておき、助けを必要とする時、吹鳴らし、
助けを求めるものであり、人命救助に欠かせないグッズ
であり、災害後のサバイパル生活の必需品である。

吉田 智議員

「メ1常持ち出し品」と
して、1つのフヽッグで
とつきの場合に

「命の笛」運動本部事務局
茅ヶ崎市幸E121番 24号「□匡夕語J¨
TEL 0467-87-4012

室工大が考案した地熱発電のイメージ

※2 独立行政法人 石油天然ガス・金属鉱物資源機構 (」OGMEC)
5 しべつ議会だより

「シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
」を
実
施
し
て
…
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私
の
職
場

サ
ケ
の
町
標
津
と
川
の
環
境

社
団
法
人
根
室
管
内
さ
け

・
ま
す
増
殖
事
業
協
会

専
務
理
事

吉
川

正
基

わ
け
標
津
は
、
秋
サ
ケ
の
漁
獲
が

　
と
い
う
方
が
お
り
ま
す
し
、
さ
ら

全
道

一

（当
然
、
日
本

一
―
）
で
　

に
他
の
見
方
を
す
る
方
や
い
ろ
い

あ
っ
た
時
代
も
あ
り
、
サ
ー
モ
ン
　

ろ
な
要
因
が
複
合
し
て
い
る
と
す

パ
ー
ク
の
整
備
や
、
薫
別
川
の
秋

　
る
方
も
い
ま
す
。

サ
ケ
遡
上
の
様
子
な
ど
が
新
聞
や
　
　
増
殖
事
業
と
し
て
私
ど
も
が
サ

テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
、
日
本
中
の
　

ケ
の
世
話
を
す
る
期
間
は
、
サ
ケ

人
々
に

「サ
ケ
の
町
標
津
」
と
い
　

の

一
生
涯
の
期
間
、
お
お
む
ね

う
印
象
を
深
く
刻
み
込
み
ま
し
　

４
、
５
年
の
う
ち
初
期
の
わ
ず
か

た
。
さ
ら
に
地
域
八
サ
ッ
プ
な
ど

　
な
半
年
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
か

全
国
に
誇
れ
る
先
導
的
な
取
組
も
　

一う
、
海
洋
環
境
の
大
き
な
変
化
な

生
ま
れ
た
こ
と
は
、
町
民
の
皆
様

　
ど
に
は
な
か
な
か
力
は
及
び
ま
せ

も
よ
く
こ
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま

　
ん
。
こ
う
し
た
条
件
の
も
と
で
こ

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
か
ら
も

「サ
ケ
の
町
標
津
」
で

そ
う
し
た
歴
史
も
あ
る
中
で
、　
　
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
に
私
た
ち
の

近
年
は
漁
獲
が
振
る
い
ま
せ
ん
。　
　
で
き
る
こ
と
は
、
厳
し
い
生
育
環

１
万
ト
ン
を
は
る
か
に
超
え
て
い
　
境
の
下
で
も
元
気
に
帰
っ
て
こ
れ

た
秋
サ
ケ
漁
獲
量
は
、
昨
年
は
　

る
稚
魚
を
育
て
る
こ
と
、
最
初
に

５
千
ト
ン
を
僅
か
に
上
回
る
程
度
　
稚
魚
が
暮
す
川
や
沿
岸
域
の
環
境

と
な
っ
て
い
ま
す
。
減
少
の
要
因
　
を
し
っ
か
り
と
整
え
る
こ
と
、
そ

は
い
ろ
い
ろ
な
見
方
が
あ
っ
て
、　
　
れ
に
尽
き
る
と
お
も
い
ま
す
。

正
直
ど
れ
が
正
し
い
の
か
、
こ
れ
　
　
標
津
の
川
は
近
年
、
土
砂
の
堆

と
い
っ
た
明
確
な
証
拠
も
な
く
よ
　
積
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
標
津
川

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
海
洋
環
境
の
　

の
捕
獲
場
も
事
業
の
前
に
は
浚
渫

変
化
と
い
う
方
が
い
ま
す
。
川
の
　
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

環
境
悪
化
と
い
う
方
、
事
業
の
や
　
た
、
町
内
の
川
の
多
く
は
森
林
を

り
方
に
問
題
が
あ
る
の
で
な
い
か
　

開
墾
し
た
農
業
地
帯
を
流
れ
て
き

私
の
職
場
は
根
室
管
内
さ
け

。

ま
す
増
殖
事
業
協
会
と
い
い
ま

す
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
知
っ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、
川
に
帰
っ
て
き

た
マ
ス
や
サ
ケ
を
捕
獲
し
て
、
卵

と
精
子
を
採
取
し
、
授
精
さ
せ
、

ふ
化
し
た
稚
魚
を
飼
育
し
て
放
流

す
る
の
が
仕
事
で
す
。
標
津
町
内

で
は
、
親
魚
の
捕
獲
を
標
津
川
、

伊
茶
仁
川
、
薫
別
川
、
元
崎
無
異

川
で
行
い
、
川
北
と
薫
別
、
忠

類
、
元
崎
無
異
の
ふ
化
場
で
飼
育

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

（国
の
伊

茶
仁
事
業
所
の
他
、
中
標
津
町
内

に
も
標
津
川
の
ふ
化
場
が
あ
り
ま

す
）
。
本
年
春
に
は
町
内
の
河
川

に
秋
サ
ケ
の
稚
魚
を
７
千
７
百
万

尾
、
マ
ス
の
稚
魚
を
１
千
８
百
万

尾
放
流
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事

業
に
か
か
る
経
費
は
漁
業
者
の
方

か
ら
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

根
室
の
さ
け

・
ま
す
増
殖
事
業

は
、
音
は
国
の
事
業
施
設
も
多

く
、
現
在
も
民
間
の
体
制
が
整
っ

た
全
道
的
に
見
て
ト

ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
と
り

編集室

ま
す
が
、
河
畔
林
が
少
な
い
支
流

や
沢
な
ど
で
は
降
雨
に
よ
る
酪
農

排
泄
物
の
流
入
な
ど
も
あ
る
よ
う

で
、
良
好
な
水
質
に
あ
る
と
は
い

え
な
い
状
況
で
す
。
農
業
と
同
じ

よ
う
に
、
「種

（た
ね
と

で
あ
る
小

さ
な
サ
ケ
の
稚
魚
を
最
初
に
育
て

る
の
は
、
「畑
」
で
あ
る
川
や
川
の

注
ぐ
沿
岸
域
で
す
。
ど
ん
な
に
よ

い
種
を
つ
く
っ
て
も
畑
が
悪
け
れ

ば
種
は
う
ま
く
育
ち
ま
せ
ん
。

標
津
町
で
は
、
町
と
農
協
、
漁

協
が

「産
業
環
境
に
関
す
る
三
者

会
議
」
を
設
置
し
、
産
業
間
の
相

互
理
解
の
も
と
で
標
津
の
自
然
環

境
の
保
全
を
図
っ
て
い
く
と
い
う

取
り
組
み
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
私
ど
も
も
独
自

に
、
安
定
的
な
さ
け

。
ま
す
資
源

の
造
成
に
向
け
て
、
資
金
を
積
み

立
て
て
河
川
の
環
境
保
全
に
役
立

つ
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す

が
、
な
に
よ
り
も
町
民
の
方
々
、

さ
ら
に
同
じ
流
域
に
あ
る
中
標
津

町
の
方
々
に
川
の
環
境
の
現
実
に

も
う

一
度
目
を
向
け
て
い
た
だ

き
、
地
域
の
共
有
財
産
で
あ
る
河

川
の
環
境
保
全
に
つ
い
て
、
そ
こ

に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
総
意
の
も
と

で
進
め
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

明
る
い
話
題
を

二
点
ほ

ど
。先
ず
、
基
幹
産
業
の
秋
サ

ケ
漁
が
好
調
で
す
。
昨
年
は

不
漁
と
い
う
暗
い
報
告
で
し

た
が
、
十
月
二
十
日
現
在
で

昨
年
を

一
七
五
％
上
回
る
漁

模
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
危

機
感
を
持

っ
て
迎
え
た
今

シ
ー
ズ
ン
だ
け
に
、
好
調
の

中
で
の
終
漁
を
願
っ
て
い
ま

す
。続
い
て
は
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織

「レ
ッ
ド
シ
ャ

ド
ー
」
の
栄
え
あ
る
総
理
大

臣
表
彰
の
報
告
で
す
。
地
道

な
活
動
に
い
た
だ
い
た
こ
褒

美
と
し
て
、
嬉
し
い
出
来
事

で
す
。

（南
　
憲
治
）

議
　
　
長
　
田
中
　
孝
幸

委

員

長
　
大
垣
　
　
勇

副
委
員
長
　
南
　
　
憲
治

委
　
　
員
　
石
橋
　
昌
幸

委
　
　
員
　
吉
田
　
　
智

・標津町議会ホームページ…http:〃www.shibetsutown/gikal html
・お問い合わせ………………gikai@shibetsutown ip
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